
② 新潟工科専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

64時間

基準点測量Ⅰ

担当教員 土田　正敏・稲田　巧 ○

対象学科 環境測量科 対象学年 1 開講時期 後期

必修・選択 必修 単位数 時間数

授業概要、目的、

授業の進め方

近年普及が著しいGNSS測量について学習する。内容が難しいので授業を良く聞いて、納得して内容を習得

してほしい。また、ＧＮＳＳ測量分野の終了後には、公共測量作業規程を学習する。

学習目標

（到達目標）
測量業界では重要となったGNSSについての理解を深める。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
プリント配布（基準点測量記載要領・公共測量作業規定の準則）

NO． 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 GNSSの基礎知識
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

2 単独測位
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

3 GNSS測量
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

4 GNSS測量の原理　一重位相差
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

5 GNSS測量の原理　二重位相差
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

6 RTK－GNSS測量
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

7 電子基準点とセミダイナミック補正
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

また、必要なときは演習問題をする。

8 中間試験 GNSS測量の範囲の中間試験を実施する。

公共測量作業規程の準則
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

最低限必要な項目を覚える。
9

第1章　　通則

公共測量作業規程の準則
プリントを読み、重点部分にアンダーラインを引く。

最低限必要な項目を覚える。
10

第2章　　基準点測量

実務経験教員の経歴

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

中間試験と小テストの合計とする。
測量業界では、GNSS測量の利用が加速しているため、今後は非

常に重要な分野になると思われる。測量作業自体は単純だが必要

最低限の理論を習得してほしい。期末試験60％、中間試験40％　　　　　成績評価基準は、A(80点以上)・

B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

測量会社にて測量設計業務10年 ・測量会社にて測量業務24年



② 新潟工科専門学校　シラバス

科目名

実務授業の有無

64時間

基準点測量Ⅱ

担当教員 土田　正敏 ○

対象学科 環境測量科 対象学年 2 開講時期 前期

必修・選択 必修 単位数 時間数

授業概要、目的、

授業の進め方

基準点測量Ⅰで学んだことをベースとして、基準点測量についての技術・知識を広げていく。また、基準点

測量実習Ⅱと関連させることで確実に理解するように努める。

学習目標

（到達目標）
測量データにもとづいた各種の基準点計算ができるようになる。

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
プリント配布（基準点測量記載要領・公共測量作業規定の準則）

NO． 授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

1 基準点測量Ⅰの基本事項の確認 基準点測量Ⅰで学んだ基本事項の再確認

2 測定機器
トータルステーションについての再確認

（各部の名称、原理、取扱いについて説明できる）

3 基準点測量の概要
基準点測量の原理と特質について

（基本形、用語、多角路線について説明できる）

4 作業工程
基準点測量の作業の流れについて

（標準的な作業工程について説明できる）

5 距離の測定
距離の測定について

（距離の定義、気象補正、測定誤差について説明できる）

6 観測
角度の観測、距離測定について

（観測法、手簿の記入について説明できる）

7 計算
標高、距離、方向角、座標の計算について

（標高､距離、方向角、座標の計算ができる）

8 平均計算
重量平均計算について

（重量平均計算ができる）

実務経験教員の経歴 測量会社にて測量設計業務10年

評価方法・成績評価基準 履修上の注意

期末試験、授業中の小テスト、提出物を判断して総合評価とする。

就職後、専門書等を参考にしながらであれば、スムーズに観測・

計算ができるような知識・技術を身に付けてもらいたい。
期末試験50％、小テスト30％、提出物20％　　　　　成績評価基準は、A(80

点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。
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